
　

過疎地の未来は自分で創る
こども参画まちづくり

株式会社イツノマ
宮崎県児湯郡都農町



一般社団法人全国過疎地域連盟より抜粋
https://www.kaso-net.or.jp/publics/index/71/

宮崎県児湯郡都農町は、人口１万人ほどの小さな町。人口減少・高齢化・若者流出が顕著で日本の課題先進地。
解決のモデルづくりとして、イツノマではこども参画のまちづくりを提案・推進

・都農ページ（都農町公式HP）の名称が中学生の案で決定
・ゼロカーボンタウン宣言
・ゼロカーボンU-18 議会設立
・GreenHope 第１期設立（小中学生 9名）
・都農中学校キャリア教育「つの未来学」3学年各 15 時間実施
・職場体験（つのワク）37 事業所プロデュース
・GreenHope ゼロカーボンU-18 議会提言

・都農町国民健康保険病院のロゴを中学生と作成
・都農町キャリア教育が文部科学大臣表彰受賞
・都農中学校キャリア教育「つの未来学」3学年各 15 時間実施
・職場体験（つのワク）37 事業所プロデュース
・GreenHope 第 2期設立（小中学生 9名）
・GreenHope ゼロカーボンU-18 議会提言、100 万円の予算可決

・都農中学校キャリア教育「つの未来学」3学年各 15 時間実施
・都農町の地域クラブ「まちづくり部」創部
・商店街再生イベント「みちくさ市」毎月開催
　（GreenHope 共催、まちづくり部出店）
・通りの名前を「一之宮通り」に決定

2020 年 1月、まちづくり
会社「株式会社イツノマ」
創業。宮崎県都農町を中心
としたまちづくりを推進し
ている。「場づくり」「デジ
タル推進」「まちづくり教
育」を重ね合わせて、総合
的なまちづくりを実践。都
農中学校の「つの未来学」
で、自らコトを起こす「起
動人材」を育成、小中学生
がリアルなまちづくりに参
画できる環境としくみづく
りを目指している。

まちづくり課題の構図
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BEST100 受賞

奈
良
女
子
大
学

（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
）

設
計
事
務
所

町
内
事
業
者

都
農
町
教
育
委
員
会

都
農
中
学
校

都
農
町
小
学
校
３
校

+

分
校

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

Y
A
R
D

ま
ち
づ
く
り
ホ
ス
テ
ル

A
LA

つの未来財団
ふるさと納税を原資に
10年で 10 億円の未来投資

都農町まちづくり課

業務委託

業務委託 直営事業

協力 キャリア教育

・商店街再生
・つの未来学
・GreenHope
・まちづくり部

・グランドデザイン
・拠点整備計画
・都農高校活用計画

株式会社イツノマの役割 こども参画まちづくりの成果

人口１万人、過疎地のまちづくり課題

2021

2022

2023

中学生のキャリア教育
文部科学大臣賞受賞

こども参画のまちづくりへ



つの未来学
2021 年度から実施している「つの未来学」。都農中学校
の総合学習・各学年 15時間を利用し、まちづくりを軸
とした探究学習を行っている。　

GreenHope
中学生のアイデアをキッカケに、「ゼロカーボンタウン
宣言」を出した都農町。2050 年に向けて、小中学生の
選抜チームを結成し、毎週活動。ゼロカーボンU-18 議
会でこどもたちから議会へ施策提言を行っている。

地域クラブ「まちづくり部」
2023 年、都農町在住の中学生を対象に地域クラブ「ま
ちづくり部」を結成。現在、中学生 4名が入部し、毎週
月・火・木・金曜日に活動を行っている。

気候変動対策アイデア 小中学生選抜チームGreenHope 結成

GreenHope 第 2期生の結成

GreenHope 第 3期生の結成

ゼロカーボンU-18 議会を設立

グランドデザイン 10の視点で町への提案

商店街再生への提案

10の視点（農と食・経済・移住・子育て・
デジタル・医療福祉・学び人材育成・文
化スポーツ・ゼロカーボン）から町の事
業者へ課題解決提案

GreenHope の小中学生から議会に「木と
花を植える」を提言し、採択された。

議会提言、予算 100 万円が可決された。

・イベント企画装飾
・イベント演出

・花の配布
・フラワーアート運営

・ジュース出店
・イベント準備

みちくさ市

中学生のアイデアをもとに
「ゼロカーボンタウン宣言」を都農町が発出

「花とみどりで商店街を元気に」を
スローガンに、みちくさ市を主催

つの未来学 GreenHope まちづくり部
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未来の町を担う子どもたちが「まちづくり」に参画するしくみを

みちくさ市の位置づけ



シャッター街になってしまった商店街を再生させる
ため、商店街の真ん中の空き地（マーケット跡地）
で毎月 1回GreenHope が主催で行われるイベント。
ゼロカーボンタウンを目指し、「花とみどりで商店
街を元気に」をコンセプトに実証実験を行うことを
目的としている。みんなが立ち寄れるようにと小学
生の提案で「みちくさ市」と名付けた。

6/19 NHK宮崎にて、
「みちくさ市」の様子
が取材・放映。

6/28 NHK宮崎「て
げビビ」にて 8分 50
秒特集『新手法のま
ちづくり主役は中学
生！？』

運営体制

メディア掲載

どうろあーと

つの未来財団

花の生産者
小売業者

自治会

町内飲食店

まちづくり部も参加

GreenHope

奈良女子大学
根本研究室

みちくさ市
第1回みちくさ市

第 4回みちくさ市 第 5回みちくさ市

第 3回みちくさ市4

みちくさ市運営母体

協力

設計パートナー

フラワーアート

木枠づくり 道路のお掃除

パターゴルフ大会古本市

通りの名前コンテスト

通りの名前セレモニー

まちづくり部出店

広場常設化の話合い

父の日プレゼント

スイートピー販売

「おままごと」で終わらせない。ノンフィクションのまちづくり




